
今月のピックアップ



龍郷町 TOWN TOPICS
龍郷町の話題や出来事をご紹介します。

タウン
トピックス

  西郷菊次郎翁を縁とした友好都市であるさつま

町において、 KIKUJIROミュージカル公演が初め

て開催されました。

  さつま町は今年で町制施行20周年を迎え、その

記念式典に合わせて龍郷町のKIKUJIROミュー

ジカルが招かれる形となりました。 当日、 会場は

満員御礼の状況で、さつま町の方々のKIKUJIRO

ミュージカルへの関心の高さがうかがえました。

  いつもと違う環境の中でもKIKUJIROミュー

ジカルメンバーは堂々とした演技を披露し、 終演

の際には割れんばかりの拍手がメンバーへ送られ、

大好評のうちに幕を閉じました。 また、 今回の公

演ではさつま町の児童 ・ 生徒の公演参加もあり、

友好都市間での交流も育まれ、 有意義な公演とな

りました。

KIKUJIROミュージカル
さつま町公演開催
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1 教育委員 辞令交付式

  令和８年4月1日付けで、 髙司聖保美氏が町

教育委員会委員に任命され、 竹田泰典町長から

辞令が手渡されました。 髙司教育委員の任期は、

令和８年９月30日までとなっています。
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30
敷料及び堆肥生産施設
竣工式

  令和5年度から整備が進められてきた敷料及び堆肥生産施設が

このたび完成し、 行政関係者、 農業関係者出席のもと、 竣工式が

行われました。 式では、 竹田泰典町長が「無事に竣工し、 心から嬉

しく思う。 この新たな施設が地域全体の活性化につながれば」とあ

いさつ。 その後、 事業経過報告のほか、 木材から敷料を作るデモ

ンストレーションも行われ、 出席者が見守る中、 敷料を作る工程が披露されました。 出席者は、できた敷料を興

味深く観察しており、 生産施設への関心、 期待が感じられました。

  敷料・堆肥販売の時期と料金については、 今後、 広報紙等を通して周知を行う予定です。 また、 伐採木の持

ち込みについては、 一般の方からの持ち込みも受け付けます。 問  役場 農林水産課 ☎ 0997-69-4524
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13 秋名小学校が田植え

  秋名小学校は13日、 地域住民の協力のもと集落

内の田んぼにおいて田植えを行いました。 この活動

は、30年以上続けられているもので、 地域の伝統

産業を学ぶこと、また、 米作りを通して作物を作るこ

との大変さ、それを食べる喜びを体験することを目的

に行われています。

  この日は、全校生徒のほか、40名あまりの地域住

民が参加し、 地域の方々が子どもたちの間に入り苗

の植え方を丁寧に教えながら田植えが行われました。

新入生も含め子どもたちは、泥だらけになりながらも

苗を一生懸命植え、自分たちで一から育てた苗の成

長を願いました。 例年7月中旬に収穫作業が行われ、

今年もお餅にして食べる予定だということです。

  町内の各小中学校において、 令和8年度の

入学式が行われました。 町全体で新小学１年生

62名、 新中学１年生72名の入学で、 各学校

において盛大に式が挙行されました。 新入生の

皆さん、 学校生活楽しんでくださいね。

〈今年度の新入学児童 ・生徒数〉

龍瀬小 ： 17名、 赤徳小 ： 15名、 龍郷小 ： 3名、

戸口小 ： 4名、 大勝小 ： 22名、 円小 ： なし、

秋名小 ： 1名／龍南中 ： 49名、 龍北中 ： 7名、

赤徳中 ： 16名
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1
地域プロジェクト
マネージャー着任

  元地域おこし協力隊の川﨑光緑さんが地域プ

ロジェクトマネージャーとして着任し、 竹田泰典

町長から辞令が交付されました。 川﨑さんは、こ

れまでの3年間の活動を生かし、 引き続き教育

民泊事業や観光事業に携わります。
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9 町内各学校で入学式

  新たな地域おこし協力隊として、 河村ゆきの

さん（大阪府出身）、 浅井琴乃さん（神奈川県出

身）へ辞令交付が行われ、 ２名が地域おこし協

力隊として着任しました。 竹田泰典町長が辞令

を手渡し、「地域に溶け込んで活動をしてもらい

たい」と激励しました。

  今回は町で初めての「事業所派遣型地域おこ

し協力隊」としての採用で、 河村さんは秋名集

落を拠点に再生型観光に取り組む(一社)ロー

カルコープ龍郷で、 浅井さんは体験交流事業を

行っている(一社)E’more秋名で勤務すること

となります。 2人はそれぞれ耕作放棄地の利活

用や持続可能な観光形態の構築、 荒波地区の活

性化などに取り組みます。
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1
地域おこし協力隊
着任

広報　　　　 　2026.53



連載　vol.30

※スタッフ不在の場合もあるため、事前にお電話でのお問合せをお勧めします。

HP Instagram LINE

▲

3月度「住もうディ！」問合せ状況

移住・住まい探しについての相談

空き家の活用・解体についての相談 合計 6 件

合計 9 件

FMたつごう
「住もうディ！の聞こうディラジオ！」
毎月第1土曜日 15：00～（再放送）22：00～　放送中！

ON AIR

ゲスト：地域おこし協力隊
横山 千咲都さん

4月4日
放送

「
住
も
う
デ
ィ
！
」
が

役
場
内
に
移
転
し
ま
し
た

令
和
２
年
１
月
26
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来

約
６
年
間
、
幾
里
集
落
の
荒
波
龍
美
館
に

て
移
住
・
空
き
家
相
談
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
令
和
８
年
３
月
末
を
も
ち
ま

し
て
、「
住
も
う
デ
ィ
！
」は
龍
郷
町
役
場
企

画
観
光
課
に
拠
点
を
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ま
に
荒
波
龍
美
館
ま

で
お
越
し
い
た
だ
き
、
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
、心
よ
り
あ
り
が
っ
さ
ま
り
ょ
う
た
。

今
後
は
役
場
に
て
、
よ
り
き
め
細
や
か
な

対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

これまでの「住もうディ！」への
相談件数

今年2月に地域おこし協力隊に着任した、横山

千咲都（よこやまちさと）さんに登場して頂き

ました！　教育民泊の活動への意気込みや、

今後仕事で取り組んでみたいことについて

語ってもらいました。 プライベートでは、 学生

時代から打ち込んできたサッカーや水泳、サー

フィンや大好

きな動物にも

関わっていき

たいとのこと。

趣味仲間を募

集中です～！

件=5 件=5

移住・物件相談

空き家相談（活用）

空き家相談（解体）

今年度から移住定住カウンセラー

として、移住・空き家の担当をさ

せていただくことになりました。

引き続き、空き家の掘り起こしや

啓発に努めてまいります。また私

事ではありますが、今春に安木屋

場集落へ転居し、姓も丸田になり

ました。改めまして、どうぞよろ

しくお願いいたします！

丸田 ひとみ
埼玉県出身・安木屋場集落在住

シマ暮らし歴 ： ４年目

おかげさまで、 着任3年目

を迎えることができました。

これからもお一人おひとりに

寄り添う気持ちを大切にしな

がら、 専門知識も深め、 安心

してご相談いただけるように

取り組んでまいります。 今後

ともどうぞよろしくお願いい

たします。

谷 亜矢子
大阪府出身・円集落在住

シマ暮らし歴 ： ５年目

移住定住カウンセラ
ー紹介

移住ガイドセンター 住もうディ！

☎090-7760-9491
空き家・移住のこと
 ご相談ください！

SNSでも情報発信中！

営業時間 平日 ９：00～17：00（龍郷町役場 企画観光課内）
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龍郷町

第 210 号議会だより
※掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約し、龍郷町議会だより編集委員会が編集したものです。

編集／議会広報委員会　委員長：伊集院 巖　副委員長：圓山 和昭　委員：長谷場 洋一郎、隈元 已子、久保 誠

発行／龍郷町議会
〒894-0192
大島郡龍郷町浦110番地
TEL：0997-62-3111（内線2272）
FAX：0997-62-2535

令和８年  第１回  定例会

● 障がい者福祉行政について　
● 施政方針より

● 福祉行政について　● 教育行政について
● ネイチャーポジティブ宣言に伴う取り組みについて
● 瀬留～久場間の道路環境整備について

● 野球場整備について　
● 英語教育について
● 認可保育所の今後について

● 教育民泊について　
● 秋名へき地保育所について
● 食育について

● さとうきび振興について
● 景観条例について　● 荒波地区活性化について
● 町道整備について

● 大熊トンネルの必要性について
● 多世代交流センター整備計画について

● 多世代交流センター整備事業について　
● 「人がふれあい個性が輝く交流・連携のまちづくり」について
● 「快適な生活環境でゆとりあるまちづくり」について

● 農業振興（畜産振興）について　
● 保育行政について

伊
いじゅういん

集院 巖
いわお

  議員

P 7

德
とくなが

永 義
よしろう

郎  議員

P 6

久
く ぼ

保 誠
まこと

  議員

P 8

前
まえしま

島 克
かつゆき

幸  議員

P 10

長
は せ ば

谷場 洋
よういちろう

一郎  議員

P 11

隈
くまもと

元 已
み こ

子  議員

P 12

圓
えんやま

山 和
かずあき

昭  議員

P 13

得
と く だ

田 要
よういち

一  議員

P 9

一般質問とは各議員が住民の代表として、 町の行財政全般にわたり、 事務の執行状況や

将来に対する方針を聞き、 町当局の考え方や疑問点をただすことです。  単に疑問を解消

し、 事実関係を明らかにするだけでなく、 現行政策の見直しや新規政策を提言する議員の

重要な活動です。  本町議会の質問時間は、 １人60分以内となっています。

一般質問
P 5

議決結果
P 14・15

広報　　　　 　5 2026.5



問

町
内
の
障
が
い
者
支
援
事
業
所
が

提
供
し
て
い
る
就
業
内
容
及
び
給
付
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
内
容
は
。

答（
町
長
）

町
内
の
障
が
い
者
支
援
事

業
所
が
提
供
し
て
い
る
就
業
内
容
と
な
る

と
、
就
労
継
続
支
援

(Ｂ
型
)
が
５
事
業
所

あ
る
。
本
町
の
事
業
所
が
提
供
し
て
い
る
就

業
内
容
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
・
マ
ン
ゴ
ー
・
サ
ト
ウ
キ
ビ
等
の
栽
培

や
収
穫
、
出
荷
作
業
、
黒
糖
づ
く
り
や
袋
詰

め
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
の
製
造
販

売
、
月
桃
を
使
用
し
た
お
茶
の
栽
培
、
ペ
ッ

ト
ホ
テ
ル
、
ペ
ッ
ト
の
お
世
話
や
草
刈
り
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
、
飲
食
店
、
売
店

等
、
事
業
所
ご
と
に
様
々
な
も
の
が
あ
る
。

給
付
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
内
容
は

「
居
宅

介
護
」、
「短
期
入
所

(シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)」、

「
生
活
介
護
」、
「
施
設
入
所
支
援
」、
次
に

訓
練
給
付
事
業
と
し
て
「自
立
訓
練
」、「共

同
生
活
支
援

(グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
)」、
「就

労
継
続
支
援

(
Ｂ
型
)」、
最
後
に
地
域
生

活
支
援
事
業
は

「移
動
支
援
事
業
」、
「日

中
一
次
支
援
事
業
」、
「訪
問
入
浴
」、
「相

談
支
援
事
業
」、
「
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
事
業
」、
「日
常
生
活
用
具
給
付
」
等
が

あ
る
。

問

農
福
連
携
に
よ
る
水
耕
栽
培
へ
の

取
り
組
み
の
可
能
性
は
。

答（
町
長
）

水
耕
栽
培
に
つ
い
て
は
、
設

備
投
資
に
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
や

専
門
的
な
知
識
に
よ
る
技
術
の
習
得
が
求

め
ら
れ
、
そ
の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
負
担
が
大
き
い
こ

と
、
ま
た
、
台
風
常
襲
地
帯
で
あ
る
奄
美

地
域
で
の
災
害
リ
ス
ク
が
大
き
い
こ
と
な
ど
、

課
題
が
多
い
の
が
現
状
と
認
識
し
て
い
る
。

奄
美
地
域
で
の
農
福
連
携
に
よ
る
就
労
支

援
を
行
っ
て
い
る
福
祉
事
業
所
の
う
ち
、
水

耕
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
は
殆

ど
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、

導
入
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
が
新

た
な
給
付
と
し
て
全
国
の
自
治
体
で
令
和

８
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
が
、
そ
の
内

容
は
。

答（
町
長
）

対
象
と
な
る
子
ど
も
は
、

６
ケ
月
か
ら
３
歳
未
満
と
な
っ
て
お
り
、
月

の
利
用
時
間
が
子
ど
も
１
人
当
た
り
、
月

10
時
間
を
補
助
基
準
の
上
限
と
し
、
１
時

間
当
た
り
３
０
０
円
程
度
を
徴
収
し
、
広

域
入
所
も
可
能
と
な
る
。
本
町
で
は
、
龍

瀬
へ
き
地
保
育
所
に
お
い
て
提
供
体
制
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」

の
内
容
は
。

答（
町
長
）

本
制
度
は
、
こ
ど
も
未
来

戦
略
「加
速
化
プ
ラ
ン
」
の
財
源
を
確
保
す

る
た
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
る
。

子
育
て
支
援
金
を
各
医
療
保
険
等
に
上

乗
せ
し
て
徴
収
し
、個
人
や
１
世
帯
当
た
り

の
徴
収
額
は
加
入
す
る
医
療
保
険
の
種
類

や
年
収
な
ど
に
応
じ
て
異
な
っ
て
い
る
。
徴

収
し
た
支
援
金
は
、
令
和
６
年
10
月
か
ら

拡
充
し
た
児
童
手
当
や
妊
婦
の
た
め
の
支

援
給
付
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
等
の

財
源
に
充
当
さ
れ
る
。

問

住
宅
整
備
に
つ
い
て
、
公
営
住
宅

等
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業
は
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、新
築
の
公
営
住
宅
の
建
設
予
定

は
、
ど
の
様
な
計
画
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答（
町
長
）

近
年
、
住
宅
は
量
か
ら
質

の
確
保
へ
政
策
転
換
が
図
ら
れ
、
本
町
で

も
現
在
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業
に
よ
り

住
宅
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
る
。
計
画
で

は
、
建
替
事
業
に
よ
る
新
築
を
令
和
９
年

度
に
実
施
予
定
と
し
て
い
る
が
、
建
設
場
所

の
選
定
、
入
居
者
の
確
保
、
財
源
の
確
保

な
ど
の
問
題
が
あ
る
。来
年
度
は
計
画
の
見

直
し
を
予
定
し
て
お
り
、
建
設
時
期
の
再

検
討
が
必
要
で
あ
る
。　
　

問

環
境
対
策
と
し
て
、
不
法
投
棄
防

止
パ
ト
ロ
ー
ル
の
現
状
は
。

答（
町
長
）

定
期
的
な
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
で
は
な
く
、
町
職
員
が
外
勤
し
た
際
に
不

法
投
棄
を
確
認
し
た
場
合
や
、
住
民
の
方

か
ら
の
情
報
等
に
よ
り
現
場
を
確
認
し
関

係
各
課
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。
し
か

し
、
山
間
部
や
交
通
量
の
少
な
い
区
域
で
は

未
だ
に
不
法
投
棄
が
絶
え
な
い
状
況
で
あ

る
た
め
、
不
法
投
棄
防
止
啓
発
看
板
を
設

置
し
、
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

德永 義郎 議員

障
が
い
者
福
祉
行
政
に
つ
い
て

施
政
方
針
よ
り

沖縄県での水耕栽培
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伊集院 巖 議員

問

さ
と
う
き
び
の
収
穫
面
積
と
農
家

戸
数
の
推
移
は
。

答（
町
長
）

栽
培
面
積
の
推
移
は
10
年

前
の
平
成
26
年
産
の
60
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し

て
令
和
６
年
産
は
29
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
半
減

し
て
い
る
。
ま
た
、
農
家
戸
数
は
平
成
26

年
が
80
戸
に
対
し
48
戸
と
減
少
傾
向
が
続

い
て
お
り
、
依
然
と
し
て
後
継
者
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問

さ
と
う
き
び
振
興
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

答（
町
長
）

農
家
経
営
の
負
担
軽
減
に

よ
る
栽
培
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、
さ

と
う
き
び
振
興
会
を
中
心
に
各
種
助
成
を

行
い
、
生
産
性
向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
振
興
公
社
で
は
受
託
事
業
や
耕
作
放

棄
地
の
解
消
を
図
り
、
中
核
的
農
家
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

問

メ
イ
チ
ュ
ウ
の
発
生
状
況
と
防
除

対
策
は
。

答（
町
長
）

笠
利
地
区
に
比
べ
被
害
は

少
な
い
よ
う
だ
が
、
一
部
の
圃
場
で
被
害

が
広
が
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
対
策
と
し

て
、
県
で
は
今
回
発
令
さ
れ
た
発
生
予
察

注
意
報
に
伴
い
、
さ
と
う
き
び
増
産
基
金

事
業
が
発
動
さ
れ
、
メ
イ
チ
ュ
ウ
類
の
薬
剤

助
成
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
事
業
実
施

は
４
月
以
降
と
な
る
見
込
み
で
、
今
後
、
収

穫
面
積
申
告
等
で
農
家
へ
事
業
説
明
を
行

い
、
早
期
防
除
の
周
知
を
徹
底
し
、
被
害

軽
減
に
努
め
て
い
く
。

問

景
観
条
例
の
制
定
時
期
と
検
討
内

容
は
。

答（
町
長
）

今
年
度
か
ら
来
年
度
の
２

カ
年
を
か
け
て
、
景
観
計
画
策
定
業
務
を

委
託
し
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
令
和

９
年
４
月
の
施
行
を
目
標
と
し
て
い
る
。
検

討
内
容
と
し
て
は
、
町
内
の
景
観
特
性
の
整

理
、
建
築
物
の
高
さ
や
色
彩
な
ど
の
基
準
の

在
り
方
、
開
発
行
為
の
調
和
を
図
る
た
め

の
届
け
出
制
度
の
必
要
性
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
い
く
。

問

芦
徳
地
区
に
お
い
て
、
高
層
ホ
テ

ル
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
お
り
、約
８

割
の
住
民
が
反
対
の
意
思
を
示
し
て
い
る

中
、
集
落
と
事
業
者
、
双
方
の
主
張
に
隔
た

り
が
あ
る
が
、町
と
し
て
打
開
策
を
講
じ
る

お
考
え
は
。

答（
企
画
観
光
課
長
）

予
定
地
は
、
特
段

の
規
制
区
域
に
該
当
せ
ず
法
的
措
置
は
で

き
な
い
が
、
事
業
者
に
対
し
て
、
地
域
住
民

の
意
向
を
尊
重
し
丁
寧
な
説
明
と
誠
実
な

対
応
に
努
め
て
頂
き
た
い
と
、
引
き
続
き
要

望
し
て
い
く
。

問

高
層
ホ
テ
ル
建
設
計
画
に
つ
い
て

町
長
の
お
考
え
は
。

答（
町
長
）

町
と
し
て
は
、
事
業
者
に

対
し
地
域
と
調
整
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
申
し
上
げ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
土
地

の
売
買
の
結
果
で
あ
り
、
売
買
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
集
落
で
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

荒
波
龍
美
館
の
活
動
状
況
と
活
性

化
に
対
す
る
成
果
は
。

答（
町
長
）

地
元
の
食
材
を
生
か
し
た

飲
食
提
供
や
宿
泊
事
業
、
集
落
散
策
な
ど

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
地
域
の
魅

力
発
信
や
文
化
の
継
承
に
貢
献
し
て
お
り
、

地
域
内
の
活
動
機
会
の
創
出
や
交
流
人
口

の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

問

荒
波
地
区
活
性
化
へ
の
新
た
な
取

り
組
み
は
。

答（
町
長
）

今
後
は
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
コ
ー
プ
龍
郷
の
活
動

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
未
利
用
と
な
っ
て

い
る
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
地
域
課
題
や

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
利
活
用
の

方
策
を
検
討
す
る
。

問

芦
徳
１
号
線
の
改
良
工
事
の
着
工

時
期
は
。

答（
町
長
）

今
年
度
か
ら
拡
幅
に
必
要

な
用
地
の
交
渉
を
行
っ
て
い
る
が
、
地
権
者

の
中
に
連
絡
が
取
れ
な
い
方
が
お
り
、
大
変

苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
工
事
着
工
は

全
て
の
用
地
を
取
得
し
た
後
を
考
え
て
お

り
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
時
期
は
明
言
で
き
な

い
が
、
引
き
続
き
交
渉
を
行
い
、
早
期
着

工
を
目
指
し
て
い
く
。

問

屋
入
・
赤
尾
木
線
の
進
捗
状
況
は
。

答（
町
長
）

令
和
７
年
度
分
の
工
事
完

了
し
た
時
点
の
延
長
ベ
ー
ス
で
進
捗
率
は

38
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

問

浦
・
赤
尾
木
線
の
整
備
計
画
は
。

答（
町
長
）

浦
・
赤
尾
木
線
、
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
奄
美
入
口
か
ら
加
世
間
峠
へ
つ

な
が
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
整

備
計
画
は
な
い
。
し
か
し
、
補
修
が
必
要
な

箇
所
が
あ
る
た
め
、
来
年
度
緊
急
自
然
災

害
防
止
対
策
事
業
を
活
用
し
、
補
修
工
事

を
実
施
す
る
。

さ
と
う
き
び
振
興
に
つ
い
て

荒
波
地
区
活
性
化
に
つ
い
て

町
道
整
備
に
つ
い
て

景
観
条
例
に
つ
い
て
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問

地
域
福
祉
基
金
の
活
用
は
。

答（
町
長
）

本
基
金
は
高
齢
者
保
健
福

祉
の
増
進
を
図
り
、
在
宅
福
祉
の
向
上
、
健

康
づ
く
り
等
の
施
策
に
お
い
て
民
間
活
動

の
活
性
化
を
促
進
し
、
温
か
い
福
祉
社
会

を
築
く
た
め
設
置
さ
れ
た
基
金
で
あ
る
。直

近
の
活
用
事
例
で
は
令
和
３
年
度
に
、
ど
ぅ

く
さ
ぁ
や
館
の
入
浴
施
設
ボ
イ
ラ
ー
更
新

や
、
令
和
６
年
度
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

備
品
と
し
て
体
組
成
計
を
購
入
し
て
い
る
。

問

成
年
後
見
制
度
の
現
状
は
。

答（
町
長
）

成
年
後
見
制
度
は
、
知
的

障
が
い
者
や
精
神
障
が
い
者
、
認
知
症
な

ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の

「権
利
」
と
「財
産
」
を
守
る
た
め
の
サ
ポ
ー

タ
ー

(後
見
人
)
を
選
定
す
る
制
度
で
、町

民
の
皆
様
に
は
、
広
報
誌
や
研
修
会
等
に
て

周
知
を
図
っ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が

低
い
状
況
だ
が
、
現
在
14
名
ほ
ど
が
こ
の
制

度
を
活
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

身
寄
り
の
な
い
方
を
、
町
が
家
庭
裁
判
所
に

申
し
立
て
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
も
数
件
あ
る
。

問

奨
学
金
制
度
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
。

答（
教
育
長
）

令
和
７
年
度
の
実
績
は

35
名
に
対
し
、
２
,
２
３
０
万
円
の
貸
付
が

あ
り
、
令
和
８
年
度
は
42
名
、
２
,
８
５
０
万

円
の
貸
付
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
課
題
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
度
の
貸
付
金
改
正
以

降
、
申
請
者
数
が
増
え
、
貸
付
額
も
増
加

し
た
た
め
、
長
期
的
な
基
金
運
用
計
画
の

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

問

不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状
と
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
関
わ
り

に
つ
い
て
。

答（
教
育
長
）

不
登
校
は
、
病
気
や
経
済

的
理
由
以
外
で
、
年
間
30
日
以
上
欠
席
し

た
児
童
生
徒
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
令
和
６

年
度
の
本
町
の
不
登
校
児
童
生
徒
は
、
小

学
生
３
名
、
中
学
生
６
名
の
計
９
名
で
、
近

年
10
名
前
後
と
横
ば
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。
町
支
援
セ
ン
タ
ー
に
２
名
、
学
校
巡
回

と
し
て
２
名
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
し
て
い
る
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
入
室
前
と
年
度
の
最
後
に
個
別
に
面

談
を
行
い
、
学
校
と
も
密
に
連
携
を
取
り

な
が
ら
支
援
に
当
た
っ
て
い
る
。
学
校
巡
回

に
つ
い
て
は
、
課
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
や

保
護
者
に
対
す
る
相
談
支
援
を
行
い
、
気

に
な
る
案
件
に
つ
い
て
は
学
校
、
教
育
委
員

会
、
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、
毎
月
実

施
し
て
い
る
情
報
交
換
会
の
話
題
と
し
て

い
る
。
「
学
校
に
登
校
す
る
」
と
い
う
結
果

の
み
を
目
標
と
す
る
の
で
は
な
く
、
児
童
生

徒
が
自
ら
の
進
路
を
主
体
的
に
捉
え
、
社

会
的
に
自
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
支
援

を
心
が
け
て
い
る
。

問

ロ
ー
カ
ル
コ
ー
プ
龍
郷
の
立
ち
上

げ
の
経
緯
に
つ
い
て
。

答（
町
長
）

第
２
期
龍
郷
町
創
生
総
合

戦
略
の
基
本
目
標
３
に
お
い
て
、
自
然
環

境
や
伝
統
文
化
の
保
全
と
活
用
を
両
立
さ

せ
た
観
光
振
興
に
取
り
組
む
こ
と
を
掲
げ

て
い
る
。
こ
の
方
針
を
具
体
化
す
る
た
め

に
、
令
和
７
年
６
月
に
龍
郷
町
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
宣
言
を
発
表
し
、
生
物
多
様
性

の
回
復
と
再
生
型
観
光
の
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
を
宣
言
し
た
。
そ
の
推
進
組
織
と
し

て
、
令
和
７
年
８
月
に

「
一
般
社
団
法
人

ロ
ー
カ
ル
コ
ー
プ
龍
郷
」
を
立
ち
上
げ
た
。

問

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
内
容
に
つ

い
て
。

答（
町
長
）

本
町
が
登
録
し
て
い
る
Ｊ

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、
本
町
の
町
有
林
が
吸

収
す
る
二
酸
化
炭
素
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と

し
て
国
が
認
証
す
る
仕
組
み
で
、
吸
収
量

を
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
企
業
等
に
販
売
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本
年
３
月
３
日
に

国
の
認
証
委
員
会
の
審
議
が
終
了
し
、
令

和
８
年
度
中
に
販
売
予
定
の
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
、
全
て
販
売
先
の
企
業
が
決

ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問

瀬
留
〜
久
場
間
の
道
路
に
覆
い
か

ぶ
さ
ら
な
い
樹
木
を
植
え
る
よ
う
要
望
で

き
な
い
か
。

答（
町
長
）

道
路
の
植
樹
帯
は
景
観
向

上
、
環
境
整
備
、
安
全
確
保
な
ど
の
た
め
に

設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
瀬
留
か
ら
久
場

の
区
間
に
は
ソ
テ
ツ
が
植
樹
さ
れ
て
い
る
が
、

管
理
者
で
あ
る
鹿
児
島
県
で
は
年
１
回
程

度
、
植
樹
帯
の
剪
定
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
雑
草
の
繫
殖
が
早
く
維
持

管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
樹
木

に
つ
い
て
は
車
両
の
通
行
に
支
障
が
あ
る
た

め
、
県
へ
状
況
を
報
告
し
、
対
策
を
検
討

で
き
な
い
か
要
望
す
る
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

瀬
留
〜
久
場
間
の

道
路
環
境
整
備
に
つ
い
て

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
宣
言
に

伴
う
取
り
組
み
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て
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り
得
る
。

問

イ
ラ
ン
戦
争
が
長
引
け
ば
物
価
高

騰
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、先
行
き
が
見
え

な
く
な
る
。
工
事
費
も
15
億
、20
億
と
か
か

る
恐
れ
が
あ
る
が
そ
れ
で
も
事
業
を
進
め

て
い
く
考
え
か
。

答（
町
長
）

事
業
費
が
確
定
し
て
い
な

い
が
、
現
在
国
に
要
望
を
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
20
億
と
か
に
な
れ
ば
、
町
民
の
意

見
を
聞
き
、
事
業
費
、
財
源
が
確
定
し
た

ら
、
し
っ
か
り
と
町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
の

皆
さ
ん
に
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

問

令
和
６
年
12
月
議
会
で
も
質
問
し

た
が
荒
波
活
性
化
や
国
道
58
号
線
の
補
完

道
路
の
役
割
も
あ
り
、大
熊
ト
ン
ネ
ル
整
備

は
必
要
と
考
え
る
。奄
美
市
の
協
力
が
必
要

と
思
う
が
、町
と
し
て
要
望
や
調
整
は
で
き

な
い
か
。

答（
町
長
）

主
要
地
方
道
名
瀬
・
竜
郷

線
の
ト
ン
ネ
ル
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
質
問
が
あ
っ
た
が
、
道
路
管
理
者
の

鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
、
大
規
模
事
業
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
他
の
事
業
中

箇
所
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
必
要
性
や

熟
度
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
町
と
し
て

は
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
大
島
地
域
土
木
事

業
連
絡
会
で
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
要
望
は
提

出
し
て
お
り
、
ま
た
奄
美
市
か
ら
も
同
様

の
要
望
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
奄
美
市

と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
要
望
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

ト
ン
ネ
ル
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ

て
、緊
急
時
や
救
急
搬
送
時
の
時
間
短
縮
な

ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、奄
美
市
と

協
力
し
て
早
期
実
現
で
き
な
い
か
。

答（
町
長
）

こ
れ
ま
で
も
有
良
、
大
熊

間
の
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
色
々
な
角
度

か
ら
要
望
し
て
い
る
。
ト
ン
ネ
ル
の
ル
ー
ト

が
奄
美
市
内
の
有
良
、
大
熊
が
主
流
で
あ

り
、
奄
美
市
と
の
連
携
は
必
要
で
あ
る
。
し

か
し
奄
美
市
の
事
業
計
画
も
あ
る
た
め
、随

時
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
強
力
に
要
望
活

動
を
進
め
た
い
。

問

物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る
が
現
時

点
の
工
事
見
積
額
は
。

答（
町
長
）

現
在
、
実
施
設
計
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
よ
り
正
確
な
事
業

費
は
、
実
施
設
計
の
完
了
を
も
っ
て
明
ら

か
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
な
お
、
当
初

予
算
に
は
概
算
額
で
、
７
億
５
,
４
７
０
万

円
、
令
和
９
年
度
の
債
務
負
担
行
為
と
し

て
５
億
２
,
０
１
２
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。
増
額
の
主
な
要
因
は
、
世
界
的
な
原

材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
円
安
に

よ
る
建
設
資
材
の
価
格
上
昇
・
労
務
単
価

の
上
昇
に
加
え
、
地
質
調
査
に
よ
る
地
盤

改
良
の
必
要
性
、
屋
根
の
葺
き
替
え
対
応
、

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
、
既
存
空
調
設
備
の
活
用

不
可
に
よ
る
機

械
設
備
工
事
の

追
加
な
ど
、
当

初
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
工
事

が
複
数
生
じ
た

こ
と
で
、
大
幅

な
増
額
を
見
込

ん
で
い
る
。

問

町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
時
点
の
工
事
見
積
額
は
６
億
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
８
億
６
,
０
０
０
万
円
、
負
担
金
は

８
,７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
12

月
、
議
員
へ
の
説
明
で
は
工
事
見
積
額
が

12
億
、
町
の
負
担
金
が
２
億
７
,
０
０
０
万

円
に
な
っ
て
い
る
が
財
源
の
確
保
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答（
保
健
福
祉
課
長
）

現
時
点
で
は
、補
助

金
６
億
５
,０
４
１
万
円
、
辺
地
債
４
億
４
,

０
０
０
万
円
、
基
金
１
億
３
,０
０
０
万
円
、

一
般
財
源
８
,
５
０
０
万
円
、
と
な
っ
て
い

る
が
、
実
施
設
計
の
確
定
や
、
補
助
金
が

決
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
起
債
に
つ
い
て
も

さ
ら
に
要
求
し
て
い
く
が
、
今
後
変
更
も
あ

大
熊
ト
ン
ネ
ル
の

必
要
性
に
つ
い
て

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

整
備
計
画
に
つ
い
て

得田 要一 議員

多世代交流センターの地質調査

これまで一般質問の内容を、 防災

行政無線個別受信機にて放送して

おりましたが、 現在はエフエムた

つごうにてライブ放送しています。

「エフエムたつごう」　78.9MHｚ
一般質問は

でお聴きいただけます。

広報　　　　 　9 2026.5
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問

野
球
場
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
た

こ
と
は
な
い
か
。

答（
教
育
長
）

令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度

に
か
け
て
運
動
公
園
整
備
構
想
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
検
討
が
さ
れ
て
い
る
。

本
町
の
身
の
丈
に
合
っ
た
整
備
を
基
本
方

針
に
し
て
い
る
。
現
状
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

生
か
し
水
は
け
を
よ
く
す
る
工
事
や
防
球

ネ
ッ
ト
等
の
軽
微
な
修
繕
を
行
う
予
定
に

な
っ
て
い
る
。

問

野
球
場
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
キ
ャ

ン
プ
誘
致
の
可
能
性
、交
流
イ
ベ
ン
ト
等
で

の
青
少
年
へ
の
波
及
効
果
は
。

答（
教
育
長
）

キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
は
、
宿
泊

施
設
も
必
要
に
な
る
た
め
野
球
場
の
整
備

だ
け
で
は
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。
青
少

年
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
は
、
運
動
公
園

整
備
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
様
々

な
競
技
者
が
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
施

設
整
備
を
提
言
し
て
お
り
、
既
存
の
陸
上

競
技
場
と
野
球
場
の
整
備
に
合
わ
せ
、
新

た
に
多
目
的
広
場
を
整
備
す
る
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
計
画
と
し
て
提
言
し
て
い
る
。

問

運
動
公
園
整
備
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

答（
教
委
事
務
局
長
）

役
場
内
の
各
課
の

若
手
メ
ン
バ
ー
で
構
成
し
て
い
る
。

問

役
場
の
場
内
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
は

な
く
各
競
技
団
体
の
代
表
等
も
入
れ
て
整

備
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
る
予

定
は
な
い
か
。

答（
教
委
事
務
局
長
）

町
民
の
声
や
各
競

技
団
体
等
の
声
が
上
が
れ
ば
新
た
に
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
る
の
は
可

能
だ
と
考
え
る
。

問

小
・
中
学
校
の
現
状
は
。

答（
教
育
長
）

外
国
語
教
育
の
現
状
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
０
年
か
ら
小
学
校
３
・
４

年
生
に
お
い
て
週
１
時
間
の

「
外
国
語
活

動
」、
５
・６
年
生
に
お
い
て
週
２
時
間
の
教

科
と
し
て
「外
国
語
」
が
導
入
さ
れ
た
。
小

学
校
の
早
い
段
階
か
ら
外
国
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
を
養
う
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
る
。
中
学
校
で
は
イ
ギ

リ
ス
出
身
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
週
21
時
間
各
学
校

を
訪
問
し
、
生
き
た
英
語
に
触
れ
さ
せ
る
と

と
も
に
、
国
際
理
解
教
育
を
推
進
す
る
役

割
も
果
た
し
て
い
る
。
な
お
、
龍
進
未
来
塾

の
授
業
で
も
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
指

導
で
、
実
践
的
な
英
語
の
習
得
に
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。
ま
た
海
外
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ

船
が
来
島
時
、
通
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
龍

南
中
学
校
生
徒
が
行
っ
て
い
る
。

問

小
学
校
の
外
国
語
指
導
助
手
、
中

学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
方
に
協
力
し
て
も

ら
い
給
食
の
時
間
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
等
の

時
間
に
英
語
の
楽
し
い
会
話
が
で
き
る
時

間
に
で
き
な
い
か
。

答（
教
育
長
）

各
学
校
確
認
は
し
て
い
な

い
が
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問

今
後
の
少
子
化
に
向
け
て
の
保
育

所
の
在
り
方
は
。

答（
町
長
）

公
立
認
可
保
育
所
の
大
勝

保
育
所
・
赤
徳
保
育
所
と
も
老
朽
化
に
よ

り
建
て
替
え
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
少
子
化
が
進
行
し
出
生
数
が
減
少
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
た
め
、
改
め
て

「龍
郷

町
公
立
保
育
所
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を

発
足
し
、
公
立
認
可
保
育
所
と
し
て
の
形

態
、
施
設
の
再
編
も
含
め
意
見
を
賜
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

去
年
と
今
年
の
出
生
数
は
。

答（
子
ど
も
子
育
て
応
援
課
長
）

昨
年
度
35
名
、

本
年
度
は
２
月
現
在
で
27
名
の
見
込
み
で

あ
る
。

問

保
育
所
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
建
て
替
え
時
期
は
い
つ
か
。

答（
子
ど
も
子
育
て
応
援
課
長
）

令
和
８
・
９

年
度
で
６
回
ほ
ど
検
討
委
員
会
を
開
き
、

答
申
を
受
け
、
答
申
内
容
に
つ
い
て
集
落
説

明
会
を
開
い
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
い
け
ば
10
年

度
着
工
が
考
え
ら
れ
る
。

問

現
在
赤
徳
保
育
所
は
海
に
近
く
、

大
勝
保
育
所
は
場
所
が
狭
い
。移
転
場
所
を

含
め
た
考
え
方
は
。

答（
町
長
）

公
立
の
認
可
保
育
所
に
つ

い
て
は
、
２
か
所
の
保
育
所
を
１
つ
に
す
る

か
場
所
を
ど
こ
に
す
る
か
な
ど
を
含
め
て
、

保
育
所
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
中
で
論
議

し
て
い
た
だ
き
、
答
申
内
容
を
基
に
進
め
て

い
く
。

野
球
場
整
備
に
つ
い
て

英
語
教
育
に
つ
い
て

認
可
保
育
所
の
今
後
に
つ
い
て

現在の龍郷中央グラウンド
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期
付
き
職
員
と
し
て
１
名
を
採
用
予
定
で

あ
る
。

問

荒
波
龍
美
館
の
経
営
状
況
は
。

答（
町
長
）

令
和
６
年
度
決
算
に
よ
る

と
、
９
７
６
万
の
売
り
上
げ
が
あ
り
指
定

管
理
料
の
６
０
０
万
円
を
足
し
て
、
約
１
,

５
７
６
万
円
の
収
入
が
あ
っ
た
。
支
出
は
約

１
,
７
０
０
万
円
で
赤
字
で
は
あ
る
が
、
一

般
社
団
法
人
イ
モ
ー
レ
秋
名
の
業
務
委
託

料
収
入
を
含
め
る
と
33
万
円
ほ
ど
の
黒
字

と
な
る
。

問

ロ
ー
カ
ル
コ
ー
プ
龍
郷
の
進
捗
状

況
は
。

答（
町
長
）

昨
年
８
月
に
一
般
社
団
法

人
ロ
ー
カ
ル
コ
ー
プ
龍
郷
を
設
立
し
、
生
物

多
様
性
の
回
復
と
再
生
型
観
光
の
推
進
に

向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
演
会
を
実
施

し
て
き
た
。
先
月
は
(
株
)
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
現
地
視
察
を
行
っ
た
ほ
か
、

先
日
は

(株
)
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー
と
本

町
の
連
携
協
定
が
締
結
さ
れ
、
ロ
ー
カ
ル

コ
ー
プ
龍
郷
を
支
援
す
る
企
業
の
第
１
号

が
決
定
し
た
。

問

イ
モ
ー
レ
秋
名
の
指
定
管
理
料
や

委
託
料
に
加
え
ロ
ー
カ
ル
コ
ー
プ
事
業
で

も
、活
動
の
中
心
と
な
る
役
員
が
重
複
す
る

運
営
主
体
に
支
出
す
る
こ
と
に
な
る
。特
定

の
法
人
に
事
業
と
資
金
が
集
中
し
す
ぎ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
多
少
の
懸
念
を
感
じ

る
が
当
局
の
考
え
は
。

答（
企
画
観
光
課
長
）

ロ
ー
カ
ル
コ
ー
プ

龍
郷
の
受
託
事
業
は
、
環
境
対
策
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
企
画
運
営
と
支
援
企
業
の
連
携
創
出

が
メ
イ
ン
で
あ
る
。
イ
モ
ー
レ
秋
名
へ
の
指

定
管
理
委
託
料
は
、
荒
波
龍
美
館
の
飲
食
、

宿
泊
運
営
の
み
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
き
ち

ん
と
区
分
さ
れ
て
い
る
。
町
と
し
て
両
事
業

の
役
割
区
分
、
事
業
の
透
明
性
を
町
民
へ
丁

寧
に
説
明
し
て
い
く
。

問

ロ
ー
カ
ル
コ
ー
プ
に
関
す
る
新
た

な
ハ
ー
ド
事
業
が
あ
る
の
か
。

答（
副
町
長
）

秋
名
地
区
に
は
旧
伊
東
家

と
い
う
歴
史
的
な
価
値
の
あ
る
建
物
が
あ

る
。
こ
の
建
物
を
地
域
の
交
流
、
観
光
、
文

化
の
発
信
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か

８
年
度
に
調
査
検
討
す
る
。

問

イ
モ
ー
レ
秋
名
と
ロ
ー
カ
ル
コ
ー

プ
龍
郷
２
法
人
の
一
体
化
を
考
え
て
い
る
か
。

答（
企
画
観
光
課
長
）

２
法
人
は
事
業
の

性
質
・
役
割
が
異
な
る
。
協
力
体
制
に
は

あ
る
が
一
体
化
は
考
え
て
な
い
。

問

ノ
ネ
コ
対
策
の
効
果
は
。

答（
町
長
）

「
奄
美
大
島
に
お
け
る
生

態
系
保
全
の
た
め
の
ノ
ネ
コ
管
理
計
画
」
に

基
づ
き
、
２
０
１
８
年
度
よ
り
ノ
ネ
コ
の

捕
獲
を
実
施
し
て
い
る
。
捕
獲
開
始
か
ら

２
０
２
５
年
12
月
末
ま
で
の
総
捕
獲
頭
数

は
７
７
２
頭
で
あ
る
。

問

飼
い
猫
条
例
罰
則
規
定
の
周
知
は
。

答（
生
活
環
境
課
長
）

飼
い
主
へ
の
文
書

送
付
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
生
活
環
境
課
カ
ウ
ン
タ
ー

で
も
チ
ラ
シ
を
準
備
し
て
い
る
。

問

ノ
ヤ
ギ
対
策
の
現
状
は
。

答（
町
長
）

本
町
で
は
ヤ
ギ
の
放
し
飼

い
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境
及

び
生
態
系
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
条
例
も
制
定
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
ノ

ヤ
ギ
の
捕
獲
を
実
施
し
て
い
た
が
生
息
数

の
減
少
に
よ
り
、
平
成
22
年
か
ら
捕
獲
を

止
め
て
い
る
。
今
後
は
、
令
和
８
年
度
に
実

施
さ
れ
る
奄
美
大
島
地
区
の
生
息
状
況
調

査
を
基
に
管
理
計
画
の
策
定
が
行
わ
れ
る
。

本
町
と
し
て
も
効
果
的
・
広
域
的
な
ノ
ヤ
ギ

対
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

本
町
の
ノ
ヤ
ギ
対
策
所
管
課
は
。

答（
農
林
水
産
課
長
）

家
畜
の
適
正
飼
養

及
び
放
し
飼
い
防
止
や
、
鳥
獣
被
害
の
観

点
か
ら
農
林
水
産
課
が
所
管
と
な
る
。

問

建
設
費
高
騰
や
入
札
不
調
時
の
対
応
は
。

答（
町
長
）

現
時
点
で
は
具
体
的
な
対

応
策
は
確
立
し
て
い
な
い
が
、
県
内
外
に
お

い
て
同
様
な
事
例
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
他
自
治
体
に
お
け
る
対
応

事
例
も
参
考
に
し
つ
つ
、
対
策
を
講
じ
な
が

ら
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
る
。

問

改
修
工
事
と
交
付
金
採
択
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答（
町
長
）

改
修
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
国
の
地
域
未
来
交
付
金
の
採
択
後
、
事

業
執
行
予
定
で
あ
る
。
交
付
金
採
択
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
県
か
ら
の
通
達
が
３
月
下

旬
、
ま
た
は
令
和
８
年
度
予
算
成
立
後
と

な
っ
て
い
る
。
国
の
予
算
成
立
の
時
期
に
よ

り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
前
後
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

問

技
術
的
公
務
員
「
設
計
建
築
技
師
」

が
必
要
で
は
。

答（
総
務
課
長
）

毎
年
募
集
を
か
け
て
い

る
が
応
募
が
な
か
っ
た
。
令
和
８
年
度
は
任

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
に
つ
い
て

「
人
が
ふ
れ
あ
い
個
性
が
輝
く

交
流
・
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

「
快
適
な
生
活
環
境
で
ゆ
と
り

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

次の定例会は 6月
を予定しています。

あなたも議会を
傍聴して
みませんか？

場所： 龍郷町

役場2階
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隈元 已子 議員

問

現
在
、
本
町
で
は
教
育
民
泊
を
実

施
し
て
い
る
が
、修
学
旅
行
等
で
県
外
で
の

民
泊
は
考
え
て
い
な
い
か
。

答（
教
育
長
）

修
学
旅
行
の
行
先
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
が
鹿
児
島
県
と
沖
縄
県
、

中
学
校
が
長
崎
・
福
岡
・
熊
本
や
関
西
方

面
・
広
島
県
を
訪
問
し
て
い
る
。
沖
縄
の

戦
地
や
原
爆
投
下
の
被
災
地
を
訪
れ
る
こ

と
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を

肌
で
感
じ
、
平
和
な
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
、
修
学
旅
行
の

目
的
で
あ
る
。
ま
た
最
先
端
の
技
術
や
奄

美
に
な
い
文
化
・
芸
術
へ
触
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
感
性
を
磨
く
こ
と
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

一
環
に
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。
学

校
行
事
と
し
て
の
修
学
旅
行
の
意
義
を
考

え
た
と
き
に
、
民
泊
を
伴
う
修
学
旅
行
は

考
え
て
い
な
い
。

問

以
前
、
龍
が
つ
く
市
町
村
と
の
交

流
で
、相
互
の
家
庭
で
受
け
入
れ
る
交
流
事

業
を
実
施
し
て
い
た
が
、今
後
計
画
で
き
な

い
か
。

答（
企
画
観
光
課
長
）

以
前
、
本
町
で
も

ド
ラ
ゴ
ン
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
自
治
体
間

の
連
携
や
交
流
を
図
っ
て
い
た
が
、
現
在
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
代
わ
る
交
流
事

業
と
し
て
西
郷
隆
盛
翁
・
西
郷
菊
次
郎
翁

を
縁
と
し
た
都
市
間
交
流
を
菊
池
市
・
さ

つ
ま
町
・
宜
蘭
市
・
京
都
市
と
広
域
交
流

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
は
こ
の
自
治
体

間
の
交
流
を
検
討
す
る
。

問

今
後
の
活
用
計
画
と
活
用
す
る
際

の
地
域
と
の
話
し
合
い
は
。

答（
町
長
）

秋
名
保
育
所
は
、
令
和
５

年
４
月
か
ら
休
所
し
て
い
る
が
、
以
前
貴

議
員
か
ら

「
休
止
し
て
い
る
秋
名
保
育
所

の
今
後
の
方
針
」
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
た

あ
と
、
集
落
と
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、
地

域
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
地
域
の
意
向
を
よ
り
広
く
把
握
す

る
た
め
、
令
和
７
年
１
月
に
荒
波
地
区
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

１
３
２
件
の
回
答
が
あ
っ
た
。
保
育
所
の

存
続
に
つ
い
て
は
賛
否
が
拮
抗
し
て
お
り
、

保
育
所
以
外
の
活
用
を
求
め
る
声
も
多
数

あ
っ
た
。
保
育
所
を
廃
止
す
る
と
再
認
定

を
受
け
る
こ
と
が
厳
し
い
施
設
で
あ
る
た

め
、
令
和
８
年
度
に
お
い
て
検
討
会
を
開
催

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
活
用
し
、
地
域

と
十
分
に
協
議
し
て
、
地
域
の
声
を
反
映
し

た
施
設
の
有
効
活
用
を
検
討
す
る
。

問

子
ど
も
た
ち
の
健
康
増
進
に
向
け

て
の
取
り
組
み
は
。

答（
町
長
）

「龍
郷
町
食
育
推
進
計
画
」

の
中
で
、
重
点
事
項
と
し
て

「
生
涯
を
通

じ
た
心
身
の
健
康
を
支
え
る
食
育
の
推
進
」

や

「食
に
関
す
る
意
識
や
理
解
を
含
め
、持

続
可
能
な
食
を
支
え
る
食
育
の
推
進
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
健
康
増

進
に
向
け
、
各
種
乳
幼
児
健
診
に
お
い
て

個
別
相
談
の
実
施
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る

離
乳
食
指
導
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
保

育
所
給
食
や
学
校
給
食
の
提
供
を
行
う
等
、

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

問

施
政
方
針
に
も
あ
る
「
た
つ
ご
う

食
育
地
産
地
消
推
進
事
業
」の
進
捗
状
況
は
。

答（
町
長
）

令
和
５
年
度
よ
り
国
の
消

費
・
安
全
対
策
交
付
金
を
活
用
し
て
事
業

を
実
施
し
、
「
地
域
に
お
け
る
共
食
の
場
の

支
援
」、
「
地
域
農
産
物
を
活
用
し
た
学
校

給
食
献
立
の
発
案
」、
「
小
中
学
生
親
子
向

け
農
業
体
験
の
実
施
」、
「
子
ど
も
や
保
護

者
を
対
象
と
し
た
食
育
講
演
会
の
開
催
」

の
４
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
し
、
食
育
や
地

産
地
消
に
つ
い
て
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。

令
和
10
年
度
ま
で
の

「
第
３
次
龍
郷
町
食

育
推
進
計
画
」
に
沿
っ
た
事
業
メ
ニ
ュ
ー

を
継
続
的
に
進
め
、
地
産
地
消
を
基
本
と

し
た
食
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
習
得
を

図
る
。

教
育
民
泊
に
つ
い
て

秋
名
へ
き
地
保
育
所
に
つ
い
て

食
育
に
つ
い
て

龍郷町議会では、

本会議のライブ映像及び録画映像を

YouTube （ユーチューブ）で配信しております。

上記QRコードからご覧いただけます。

一般質問は

ライブ配信・録画映像を
ご覧になれます

で

地産地消の食育講演会
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問

令
和
７
年
度
の
民
間
の
認
可
保
育

所
と
合
わ
せ
た
定
員
数
と
充
足
率
と
今
後

の
見
通
し
は
。

答（
町
長
）

現
在
、
龍
郷
町
の
定
員
数

は
合
計
２
８
９
名
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

入
所
児
童
数
は
２
７
５
名
お
り
充
足
率
は

95
・
15
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
見
通
し
と
し
て
は
、
緩
や
か
な
人
口
減
少

と
出
生
数
の
減
少
か
ら
、
利
用
者
も
減
少

し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
踏
ま
え
て
龍
郷
町
公
立
保
育
所
あ

り
方
検
討
委
員
会
に
諮
り
、
意
見
を
賜
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

現
在
、
認
可
保
育
所
が
あ
る
場
所

（
立
地
）
に
つ
い
て
問
題
点
等
は
な
い
か
。

答（
町
長
）

大
勝
保
育
所
の
立
地
は
災

害
に
強
い
場
所
だ
が
、
面
積
が
手
狭
で
あ

る
。
ま
た
送
迎
時
の
駐
車
場
の
確
保
が
で
き

ず
、
朝
夕
の
送
迎
時
間
帯
に
保
護
者
の
車

両
が
集
中
す
る
こ
と
で
、
路
上
駐
車
が
発

生
し
や
す
い
状
況
で
あ
る
。
赤
徳
保
育
所

は
、
敷
地
面
積
の
問
題
は
な
い
が
、
災
害
が

発
生
し
た
際
の
避
難
等
に
お
い
て
課
題
が

あ
る
た
め
、
今
後
保
育
所
を
建
設
す
る
際

に
は
、
そ
の
よ
う
な
課
題
も
考
慮
し
た
建
設

計
画
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

敷
料
生
産
施
設
及
び
堆
肥
生
産
施

設
整
備
の
目
的
と
期
待
す
る
効
果
は
。

答（
町
長
）

敷
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
畜
産
農
家
の
敷
料
不
足
に
よ
る
、
子
牛
の

疾
病
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
の
対
策
が

急
務
で
あ
っ
た
。
堆
肥
に
つ
い
て
は
、
本
町

に
生
産
供
給
施
設
が
な
い
た
め
、
需
要
が

高
ま
る
時
期
の
供
給
停
止
が
あ
り
、
農
家

経
営
に
支
障
を
来
し
て
い
た
。
ま
た
、
畜
産

で
発
生
し
た
牛
糞
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
適

正
に
処
理
さ
れ
ず
農
地
へ
野
積
み
状
態
と

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
、
環
境

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
生

産
施
設
整
備
に
よ
り
、
公
共
工
事
等
で
発

生
し
た
木
材
を
畜
産
の
敷
料
と
し
て
有
効

活
用
す
る
こ
と
で
、
畜
産
の
敷
料
不
足
の
解

消
を
図
り
た
い
。
ま
た
、
敷
料
と
混
ぜ
た
有

機
質
の
牛
糞
を
集
約
し
、
堆
肥
化
し
て
安

価
に
農
家
へ
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
農
業

の
収
益
性
向
上
と
環
境
保
全
型
農
業
に
資

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

問

全
体
事
業
費
と
そ
の
財
源
は
。

答（
町
長
）

施
設
整
備
費
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度

繰
越
事
業
ま
で
を
合
わ
せ
た
全
体
事
業
費

の
総
額
は
約
３
億
６
,
７
０
０
万
円
と
な
る
。

そ
の
財
源
は
、
本
町
の
重
要
施
策
と
し
て
、

奄
美
群
島
振
興
交
付
金
と
辺
地
対
策
事
業

債
を
活
用
し
実
施
し
て
き
た
。
な
お
、
奄

振
交
付
金
に
お
い
て
は
一
部
、
重
点
的
な

配
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。

問

施
設
の
運
営
方
針
は
。

答（
町
長
）

令
和
８
年
度
か
ら
地
域
振

興
公
社
に
指
定
管
理
と
し
て
委
託
し
稼
働

し
て
い
く
が
、
第
一
次
産
業
を
支
え
る
重
要

な
施
設
と
位
置
付
け
、
敷
料
及
び
堆
肥
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
農
家
負
担
を
な

る
べ
く
抑
え
た
料
金
設
定
と
し
、
本
町
の
農

業
振
興
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

現
時
点
で
の
令
和
７
年
度
出
生
数

見
込
み
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答（
町
長
）

令
和
７
年
度
出
生
数
の
見

込
み
は
27
人
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
８
年

度
に
出
生
予
定
の
届
け
出
が
現
在
16
人
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
８
年
度
以
降
に
お
い
て

30
人
前
後
の
出
生
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

農
業
振
興（
畜
産
振
興
）

に
つ
い
て

保
育
行
政
に
つ
い
て

圓山 和昭 議員

敷料及び堆肥生産施設竣工式

敷料施設内の木材破砕状況
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第1号

龍郷町長等の給与等に関する条例及び龍郷町報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例
国の特別職の職員の給与に関する法律の一部改正に伴い、町長等の給与に関する
条例の一部改正。

原案可決全会一致

第2号 龍郷町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
人事院勧告に基づき、職員の給与等に関する条例の一部改正。 原案可決全会一致

第3号 令和 ７ 年度 龍郷町防災行政無線整備工事請負変更契約の締結
当初撤去予定であった機材が再活用可能となったための変更契約締結。 原案可決全会一致

第4号 令和 ７ 年度 龍郷町体育・文化センターりゅうゆう館改修工事（1 工区）請負変更契約の締結
工事施行数量等が変更になったことによる変更契約締結。 原案可決全会一致

承認
第1号

令和 ７ 年度 龍郷町一般会計補正予算（第 ５ 号）
1,584万7千円補正増額し、総額78億2,473万3千円としました。
歳入ついては、県支出金と財政調整基金繰入金を増額し、歳出では、衆議院議員
総選挙経費と前年度交付された児童措置費国県支出金の確定に伴う返還金を計上。

原案可決全会一致

第5号
龍郷町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定
令和8年4月1日から給付化される「こども誰でも通園制度」、事業者が法に基づく
「確認」を受ける基準を定める条例制定。

原案可決全会一致

第6号
龍郷町乳児等通園事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
令和8年4月1日から給付化される「こども誰でも通園制度」に伴う事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例制定。

原案可決全会一致

第7号
龍郷町敷料及び堆肥生産施設の設置及び管理に関する条例の制定
本茶地区において、敷料及び堆肥生産施設を整備し、施設の設置及び管理について
の条例制定。

原案可決全会一致

第8号 龍郷町営住宅設置条例の一部を改正する条例
用途廃止住宅の解体取壊しによる団地戸数の変更に伴う条例の一部改正。 原案可決全会一致

第9号
龍郷町営体育施設設置管理条例の一部を改正する条例
テニスコートの使用料を町内の利用者は1時間1面を200円から250円に、
町外の利用者は300円から350円に引き上げるための条例の一部改正。

原案可決全会一致

第10号 龍郷町地域情報通信施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
工事費の高騰により分担金の徴収額を見直すための条例の一部改正。 原案可決全会一致

第11号 龍郷町デジタル放送設備の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
工事費の高騰により分担金の徴収額を見直すための条例の一部改正。 原案可決全会一致

第12号
龍郷町過疎地域持続的発展計画の策定
新たに令和8年度から令和12年度まで5カ年の龍郷町過疎地域持続的発展計画の
策定。

原案可決全会一致

第13号 龍郷町辺地総合整備計画の変更
新たに辺地共聴施設高度化支援代替事業追加等による計画の変更。 原案可決全会一致

第14号
龍郷町敷料及び堆肥生産施設の指定管理者の指定
本茶地区に整備された敷料及び堆肥生産施設を一般社団法人 龍郷町地域振興公社
を指定管理者として指定。

原案可決全会一致

第15号

令和 ７ 年度 龍郷町一般会計補正予算（第 ６ 号）
１億5,096万5千円減額し、総額76億7,376万8千円としました。
事業費確定による民生費・衛生費・農林水産業費・土木費・教育費等減額し、
予算の増減が必要な経費を調整した編成。

原案可決賛成多数

第１回 臨時会ではこんなことが決まりました

第１回 定例会ではこんなことが決まりました

議 決 結 果

議案番号 議案の件名 議決結果

議案番号 議案の件名 議決結果
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龍郷町議会  令和８年  第１回  定例会

議案番号 件名 議員名（議席番号順）
●
賛
成
数

●
反
対
数第 15 号

令和 7 年度
龍郷町一般会計補正予算

（第 6 号）

前
島
克
幸

得
田
要
一

長
谷
場
洋
一
郎

平
岡
馨

久
保
誠

隈
元
已
子

圓
山
和
昭

伊
集
院
巌

德
永
義
郎

前
田
豊
成

○ ○ ○ ー ● ● ○ ○ ○ ○ ７ ２

賛否が分かれた案件

賛否が分かれた案件を議員ごとに掲載しています。（○は賛成・●は反対）※平岡 馨議員は議長職のため、表決権はありません。

第 16 号

令和 ７ 年度 龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第 ２ 号）
35万3千円増額し、歳入歳出8億1,186万2千円としました。
歳入では、県支出金26万5千円減額、繰入金61万8千円増額し、
歳出では、保健事業費2千円、諸支出金35万1千円増額。

原案可決全会一致

第 17 号

令和 ７ 年度 龍郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 ２ 号）
401万6千円増額し、歳入歳出2億835万4千円としました。
歳入では、保険料等282万8千円増額し、歳出では、後期高齢者医療広域連合へ
保険料納付金等を282万8千円増額。

原案可決全会一致

第 18 号

令和 ７ 年度 龍郷町介護保険事業特別会計補正予算（第 ３ 号）
2千円増額し、歳入歳出８億8,148万2千円としました。
歳入では、繰入金2千円増額、歳出では総務費2千円増額し、
その他地域支援事業費の予算組替え。

原案可決全会一致

第 19 号
令和７年度 龍郷町水道事業会計補正予算（第４号）
収益的収入において、重点支援地方交付金の精算により一般会計補助金を
331万4千円減額して編成。

原案可決全会一致

第 20 号
令和 ７ 年度 龍郷町下水道事業会計補正予算（第 ３ 号）
収益的収入において、一般会計補助金125万2千円増額し、収益的支出において
起債償還額13万5千円増額、資本的支出においても起債償還額106万2千円増額。

原案可決全会一致

第 21 号

令和 ８ 年度 龍郷町一般会計予算
対前年度比4.4％増の74億2,566万9千円としました。
龍郷町に住んで良かったと実感できる町、子育て世代を支援し、若者から高齢者の
すべての町民が笑顔あふれ満足度の高いまちづくりに向けた予算。

原案可決全会一致

第 22 号 令和 ８ 年度 龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計予算
対前年度比0.2％減の8億372万3千円としました。 原案可決全会一致

第 23 号 令和 ８ 年度 龍郷町後期高齢者医療特別会計予算
対前年度比12.2％増の2億2,600万6千円としました。 原案可決全会一致

第 24 号 令和 ８ 年度 龍郷町介護保険事業特別会計予算
対前年度比4.4％増の8億4,989万6千円としました。 原案可決全会一致

第 25 号

令和 ８ 年度 龍郷町水道事業会計予算
1.収益的収入3億5,285万3千円（対前年度比 839万6千円減）
2.収益的支出2億8,382万2千円（対前年度比 2,140万1千円増）
3.資本的収入1億200万円（対前年度比3,200万円増）
4.資本的支出2億6,396万4千円（対前年度比1,507万4千円増）

原案可決全会一致

第 26 号

令和 ８ 年度 龍郷町下水道事業会計予算
1.収益的収入1億6,753万6千円（対前年度比 524万1千円増）
2.収益的支出1億5,457万8千円（対前年度比 66万5千円増）
3.資本的収入 4,765万2千円（対前年度比 284万5千円減）
4.資本的支出 9,102万9千円（対前年度比 622万2千円増）

原案可決全会一致

同意
第 1号

龍郷町教育委員会委員の任命
髙司 聖保美 氏 同意 全会一致

諮問
第 1号

人権擁護委員候補者の推薦
山田 朋子 氏を人権擁護委員候補者として適任と答申。 適任答申全会一致

議案番号 議案の件名 議決結果
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龍郷町では、子どもたちの健やかな成長と、保護者の子育てを社会全体で支える環境づくりに取り
組んでいます。今回は子どもたちの預かりに関する3つの事業と交流の場をご紹介。子どもの成長
段階やご家庭の事情に合わせて、ぜひご活用ください。
どの事業も、子どもたちが安心して過ごせ、保護者が安心して子育てできる社会の実現に向けた
大切な支援です。詳しくは、子ども子育て応援課までお気軽にお問い合わせください。

ファミリーサポートセンターファミリーサポートセンター

サポート会員養成講座を修了した方
（20歳以上）

●生後2ヶ月～小学校6年生
●町外在住の方もOK
●保護者の就労条件なし（働いていなくてもOK）

ファミサポ室、依頼会員自宅、
サポート会員自宅 等

平日　7：00～ 19：00
土日・祝祭日も利用可能（応相談）

申請・面談（初回のみ）  利用予約開始
受付：龍郷町社会福祉協議会

 0997-62-5020

平日1時間600円
上記以外1時間あたり700円

子育てを応援したい方（サポート会員）と、
援助を受けたい方（依頼会員）をつなぐ、
地域の助け合いの仕組みです。
〈 主な援助 〉
送迎、子どもの預かり、
病児・病後児の預かり 等

※龍郷町社会福祉協議会の事業と、よーりよーりサロンは
令和８年５月１日現在どぅくさぁや館で開催していますが、
今年度中に引越し予定となっています。詳しくは各事業実
施先にお問い合わせください。

龍郷町龍郷町のの子育てを応援する子育てを応援する
3つの制度3つの制度～あなたに合った支援を～～あなたに合った支援を～

そのほかの子育て支援事業、交流の場そのほかの子育て支援事業、交流の場

お母さん、お父さんもお母さん、お父さんも
子育てを楽しみましょう子育てを楽しみましょう

※ひとり親家庭等、助成あり
※ 送迎利用の場合は、距離に応じて別途
交通費を徴収

土日・祝祭日も利用可能（応相談）

 利用予約開始

毎週火曜日・木曜日は「ひだ
まり」を開放し、親子での
自由活動、保育士による育
児相談をすることができま
す。そのほか、毎月第４
金曜日には子育てサロンを
開催。手遊び、リズム遊び
などの講師を招いたイベン
トを通して交流しています。

子ども子育て応援課
インスタにて
情報発信中♪

主催：龍郷町子育て支援拠点ひだまり（龍瀬へき地保育所内）

サロン開放、子育てサロンサロン開放、子育てサロン

産後1年未満のお母さん、お父さんが安心して育児に向き
あい楽しく過ごせるよう、助産師さんを講師にむかえ、産
後サロンを開催しています（毎月第３金曜日）。お母さんお
父さんの交流の場としても、ご活用ください。

主催：龍郷町子ども子育て応援課

よーりよーりサロンよーりよーりサロン

親子で遊んでおしゃべりを楽し
むゆんきゃぶり交流の他、さま
ざまなイベントを開催。子育て
中の親子がリフレッシュできる
交流の機会を提供しています。

ファミリーサポートセンター
インスタにて情報発信中♪

主催：龍郷町社会福祉協議会

ゆんきゃぶり交流会ゆんきゃぶり交流会
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5月は5月は

月間です月間です

問  役場 子ども子育て応援課　☎ 0997-69-4555

地域子育て支援拠点一時預かり地域子育て支援拠点一時預かり こども誰でも通園制度こども誰でも通園制度

概要概要

保育士 保育士または、子育て支援員研修受講者支援者支援者

「ちょっと疲れちゃったな」「子どもを預け
て用事をしたいな」などご家庭の事情に

対象対象

●生後4か月～未就学児
●町内在住の方、または里帰り出産で帰省する方
●保護者の就労条件なし（働いていなくてもOK）
●保育所に在籍していない方

●生後6ヶ月～満3歳未満の未就園児
●町外在住の方もOK
●保護者の就労条件なし（働いていなくてもOK）
●保育所等に在籍していない方

場所場所
龍郷町地域子育て支援拠点「ひだまり」

（龍瀬へき地保育所内）
龍瀬へき地保育所

（令和8年４月１日現在）

利用可能利用可能
時間時間

平日　8:30 ～ 17:00
平日　8:30 ～ 17:00

児童1人あたり月10時間まで

利用利用
までのまでの
流れ流れ

申請・面談（初回のみ） 登録 決定
受付：龍郷町子ども子育て応援課

 0997-69-4555

申請・面談（初回のみ） 利用予約開始
受付：龍郷町子ども子育て応援課

0997-69-4555

利用利用
料金料金

4時間2,000円、8時間4,000円、
給食300円 1時間あたり300円

給食費・おやつ代等の実費を別途徴収

国の新しい施策として、令和8年度から
龍郷町でも開始します。0～ 2歳のお子
さんが通園を体験でき、園選びの参考に
なるほか、お子さんが社会と関わるはじ
めの一歩となります。
龍瀬へき地保育所の児童と
一緒に過ごします。

龍郷町龍郷町のの子育てを応援する子育てを応援する
3つの制度3つの制度～あなたに合った支援を～～あなたに合った支援を～

NEW!NEW!

合わせて一時的に
お預かりする制度
です。

※3時間までの一時預かりはファミリー
サポートセンターがおすすめ

児童1人あたり月10時間まで

給食費・おやつ代等の実費を別途徴収3時間までの一時預かりはファミリー
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令和８年度「町民と語る会」の開催について 問  役場 企画観光課 ☎ 0997-69-4512

「町民と語る会」を右の日程で

開催いたします。 町民の皆様

の参加をお待ちしております。

期日 校区 会場 時間

５月11日（月） 秋名 秋名コミュニティセンター （幾里）

19：00

〜

20：30

５月13日（水） 円 円公民館（円）

５月14日（木） 龍郷 龍郷公民館（龍郷）

５月18日（月） 大勝 大勝生活館（大勝）

５月20日（水） 戸口 戸口地区振興センター （中戸口）

５月21日（木） 赤徳 手広地区振興センター （手広）

５月25日（月） 龍瀬 玉里コミュニティセンター （玉里）

  右記日程で、 県民総合保健センターによ

る女性がん検診（子宮頸がん検査 ・ 乳がん

検査 ・骨粗しょう症検査）を行います。

  対象者には案内を送付します。 詳細は送

られてくる案内をご確認ください。

日時 場所 受付時間

5月27日（水） りゅうがく館   8：30～10：00、13：00～14：30

5月28日（木） りゅうがく館   8：30～10：00、13：00～14：30

5月29日（金）
午前 りゅうがく館   8：30～10：00

午後 秋名コミュニティセンター 13：00～14：30

問  役場 保健福祉課 ☎ 0997-69-4514女性がん検診のお知らせ

令和８年度
龍郷町住宅リフォーム等経済対策事業 問  役場 建設課 ☎ 0997-69-4521

住宅をリフォームされる方に補助金を交付します。

●  補助の対象となる住宅

① 町内の専用住宅（賃貸住宅は除く）

② 店舗併用住宅の場合は、 住居部分に限ります。

●  申込受付

令和８年５月１日から受付（申し込み順）します。

※予算を超えた時点（概ね15件）で受付を終了

します。

●  補助の金額

補助金の額は１０万円を上限とし、 対象工事に

要する費用の２０％に相当する額を補助します。

※千円未満の端数は切り捨て

※本補助金は、 同一人または同一住宅につき

　　１回限りしか受けられません。

※交付決定前に着手した場合は、補助の対象外

となります。

●  補助の対象となる方

町内に住民登録した、 対象住宅の所有者及び一親等内

親族（配偶者含む）で、いずれかが上記補助の対象となる

住宅に居住し、 町税等の滞納がない方

● 補助の対象となる工事

  ①  既存住宅の増改築、 修繕、 設備取替の費用（消費税含む）

が30万円以上の工事

  ②  町内の業者（本店若しくは営業所を有する法人）が施工

する工事（町内に住所を有する個人事業主でもOK）

  ③  交付決定の日から120日以内で、かつ、 令和９年２月

末日までに事業完了実績報告書が提出できる工事

※外構工事や他補助金と一緒に利用する場合など対象

　　とならない工事もありますので、 事前にご確認ください。

●  申請手続きの流れ （※工事着手前に申請が必要です。）

※令和９年２月末日までに実績報告書提出

工事を始める前 工事着手できます交付申請書の提出 （町から）
交付決定通知

補助金請求工事が完了すると
完了実績報告書の

提出
（町から）

補助金額確定通知
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果樹経営支援対策事業について 問  役場 農林水産課 ☎ 0997-69-4524
問  あまみ農業協同組合 大島事業本部 ☎ 0997-53-3000

  果樹経営支援対策事業とは、 果樹産地の生

産振興のため、 優良品目 ・品種への転換、 園

地整備等の経営基盤強化に要する経費を補助

する事業です。

  大島本島地域農業用廃プラスチック類適正処理推進協

議会では農業用廃プラスチック類の適正処理を行うため

の回収を行います。 処分を行うみなさんは、 印鑑をご持

参のうえ右の日程で搬入してください。

  なお、 回収費用として１kg当たり60円の個人負担が

あります。 また、 土や砂などは出来るだけ除去し、 農薬の

プラ容器は事前に水洗いをお願いします。 状態の悪い廃

プラスチックに関しては、 引取り出来ない場合があります。

地域計画で担い手と位置づけられているもの

●対象者

●本町の担い手農家であること

●事業導入後、 8年間の営農が可能な方

●農振農用地であること

●  改植 ・新植の場合、 導入面積2a以上、 

その他のメニューは10a以上

●事業導入要件

タンカン、 津之輝、 スモモ、

パッションフルーツ、 マンゴー

●対象品目

ハウスビニールや肥料袋、 農薬のプラ容器、

牧草用ラップフィルムなど使用済みの農業用

廃プラスチック類

●回収対象品目

●受付期間 ：令和８年５月１日（金）～５月２９日（金）

令和８年５月１４日 （木） ９：00～ 14：00

●日時

あまみ農協龍郷支所購買部横

●場所

龍郷町ホームページ又は役場農林水産課

窓口で取得してください。

●必要書類

令和8年5月２９日 （金） まで

●申請期限

●支援単価

農業用廃プラスチックの回収について 問  役場 農林水産課 ☎ 0997-69-4524
問  あまみ農協龍郷支所 ☎ 0997-62-3000

① 改植
既存の品種から

優良品種への改植

カンキツ類 ：23万円／10a
スモモ ： 17万円／10a
パッションフルーツ ・マンゴー ：
改植事業費の２分の１以内

② 新植
新たに優良品種の

植栽

カンキツ類 ：21万円／10a
スモモ ： 15万円／10a
パッションフルーツ ・マンゴー ：
新植事業費の２分の１以内

③ 特認事業 防風ネット等の整備 事業費の２分の１以内

④ 小規模園地
整備

園内道の整備、

傾斜の緩和、

土壌土層改良、

排水路整備

事業費の２分の１以内

⑤ 用水 ・
かん水施設の
整備

果実の品質向上等を

目的とした用水 ・

かん水施設の整備

事業費の２分の１以内

  昨年と同様に、 果樹経営による農業振興推進のた

め、タンカン、スモモ、 津之輝、マンゴーの苗木助成

を行います。 受付は農林水産課窓口にて、 令和８年

５月１日～５月２９日まで。 購入可能な苗木の本数

には限りがありますので、 印鑑をご持参のうえ早め

に申込みして下さい。

苗木助成について 問  役場 農林水産課 ☎ 0997-69-4524

農家区分 認定農家　果樹部会員

助成割合 ２分の１

助成上限額 ５万円

購入本数

新植
タンカン ・津之輝25本～

スモモ15本～ ・マンゴー６本～

改植
タンカン ・スモモ ・津之輝10本～

マンゴー６本～

龍郷町HP
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令和８年度
第１回 巡回狂犬病予防注射・畜犬登録日程について 問  役場 生活環境課 ☎ 0997-69-4525

農業委員 農地利用最適化推進委員について 問  龍郷町農業委員会 ☎ 0997-69-4524

  令和８年度第1回巡回狂犬病予防注射と畜犬登録を５月９日(土) ・ 5月１０日（日）に行います。

各集落 ・会場の実施日時は右のQRコードよりご確認いただくか、 役場生活環境課までお問合せく

ださい。

  狂犬病予防法により、 生後91日以上の犬には、「生涯に1度の登録」と「年1回の狂犬病予防注

射」が義務付けられていますので、 飼い主の方は必ず受けさせてください。

  どの会場でも予防注射を受けることが出来ますので、ご都合のよい会場にお越しください。

必ず、 首輪、 引き綱（リード）を着用し、フンは飼い主が始末しましょう。

※交通事情等により予定時間が多少遅れる場合がございますのでご了承ください。

  龍郷町農業委員会では、 農業委員及び農地利用最適化推進委員を募集しています。

詳しくは先に配布しているチラシをご覧ください。

実施日程

龍郷町 HP業務内容 ：農地の貸借 ・売買、 農地転用許可等について審議し判断を行う

募集人数 ： ９人

任期 ：令和8年７月20日～令和11年７月 19日

業務内容 ：農業委員と連携し担当する区域の農地等の利用の最適化推進活動を行う

募集人数 ： ３人

任期 ：農業委員会が委嘱する日から３年間

地域 ・団体等からの推薦、 一般応募により募集　必要書類を提出する

（必要書類は農業委員会窓口または龍郷町ホームページで入手してください）

推薦 ・募集期間は令和８年４月 17日 （金） ～令和８年５月 19日 （火） まで （郵送可当日消印有効）

●龍郷町農業委員

●龍郷町農地利用最適化推進委員

●共通事項

自動車税・軽自動車税の納付は
６月１日までに！

問  鹿児島地域振興局 自動車税課 ☎ 0997-69-4525
問  大島支庁 県税課 自動車税係 ☎ 0997-57-7225
問  役場 町民税務課 軽自動車税係 ☎ 0997-69-4513

  自動車税 ・ 軽自動車税は、 毎年４月１日時点で自動車 ・ 軽自動車を所有して

いる方に納めていただく税金です。

  今年は、 納付期限が令和８年６月１日（月）ですので、 納め忘れがないようにし

ましょう！自動車税 ・軽自動車税について、 納税通知書が届かないなど、ご不明な

点がありましたら、お気軽にお問い合わせください。  

  自動車税 ・ 軽自動車税は、コンビニエンスストア、スマホ決済アプリ、 口座振替、

金融機関、 郵便局、 地方税お支払いサイトなどで納めることができます。

鹿児島県 HP

費用
登録済の犬の場合 3,400円 （予防注射料3,400円）

未登録の犬の場合 6,400円 （登録料3,000円＋予防注射料3,400円）6,400円 （登録料3,000円＋予防注射料3,400円）

鹿児島県 HP
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問い合わせ先 生涯学習センター りゅうがく館 事務室 ☎ 0997- 62- 3110

5 令和８年

月号

今今月月ののおおすすすすめめ本本

・『近大スピーチ』 （堀江 貴文／ Gakken）
・『どうすればよかったか?』 （藤野 知明／文藝春秋）
・『スペシャルズ』 （内田 英治／講談社）
・『「平成の天皇家」と「令和の天皇家」』

（大木 賢一／講談社）
・『本を読めなくなった人たち』 （稲田 豊史／中央公論新社）
・『かくれトラウマ』 （井上 陽平／ワニブックス）
・『手放して、輝く「捨て活」』

（ETSUKO／東洋経済新報社）
・『パイシートすごっ！』 （深沢 あや／主婦の友社）
・『高齢者の新しいレクリエーション』

（辻 徹郎／日本文芸社）
・『12歳までに伸ばしておくべき
 5つの非認知能力』 （井上 顕滋／幻冬舎）
・『会話IQ 本当に頭がいい人の話し方』
（五百田 達成／ディスカヴァー・トゥエンティワン）

・『理由がわかれば自信が持てる！メイクの教科書』
（ALISA ／ナツメ社）

・『琉球・奄美の葬墓制』 （関根 達人／新泉社）
 他

・『おもしろそうなこいのぼり』
（聞かせ屋。けいたろう／金の星社）

・『へんしんもいもい』
（市原 淳／ディスカヴァー・トゥエンティワン）

・『あそびえほん 0さい・1さい・2さい』
（開 一夫／KADOKAWA）

・『ネット・ゲームとのつきあい方』
（関 和之／旺文社）

・『100均グッズでとにかく可愛い手作り
 おもちゃ』 （あん／KADOKAWA）
・『みんなで考えよう！日本の自給率 1』

（柴田 明夫／小峰書店）
・『おしりダンディザ・ヤング 
 さばくのミステリーツアー』 （トロル／集英社）
・『下積み図鑑』 （真山 知幸／笠間書院）
・『まじめって、わるいの？』

（エミリア アンダーソン／文芸社）
・『ふしぎなこころの世界』 （森口 佑介／Gakken）
・『トイトイトイレットペーパー』 （大塚 健太／講談社）
・『深海の学校』  （藤倉 克則／ニュートンプレス） 他

一 般 書 児 童 書

100 年先の憲法へ
太田 啓子／
太郎次郎社エディタス

NHKドラマ『虎に翼』 を題材に、

憲法の基礎をレクチャー。 みん

なの「はて？」 にこたえる入門

書です。 100年前の女性たち

から現代に託されたメッセージ

とは？ジェンダー平等を阻害しない「これからの」 男

性像とは？ “虎翼愛” 全開で語り尽くしています。

見るのが楽しくなる
目のひみつ
今泉 忠明／創元社

あなたの目、疲れていません

か？ひと昔前に比べ、今は目

のやくわりがとても増えてい

ます。 この本では、目のしくみ

や目の進化、動物の目の不思議について、さまざま

なトピックで解説しています。 中高生や大人でも十

分に発見のある内容になっています。
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奄美大島の自然を守るために、
林道に捕獲器と自動撮影カメラをかけています。

地域おこし協力隊
観光・教育民泊担当

ただいま活動中！ただいま活動中！ただいま活動中！
地域おこし協力

隊 ちーちゃん、

令和８年２月着任 
東京都足立区出身
嘉渡集落在住

よこやま ちさと

横山 千咲都

年前に教育民泊で龍郷町を訪れてくれた工

学院付属高校の生徒さんが、なんと卒業旅

行でご家族と再び来てくれました！私が担当した

生徒さんではありませんでしたが、こうしてまた龍

郷町を訪れてくれたことがとてもうれしかったで

す。 教育民泊での時間が、少しでも心に残ってい

たのかなと思うと、あらためてこの取り組みの大切

さを感じました。 これから出会う子どもたちの中

にも、いつか「また来たい」 と思ってもらえたらう

れしいなと思います。 ご卒業おめでとうございま

す！またいつでも遊びに来てくださいね！

２

奄美大島の豊かな自然を守るため、 山間部でノネコの捕獲を実施しています。

下記のような捕獲器（かごわな）や自動撮影カメラ（夜間フラッシュ）を見かけたら、

触ったり動かしたりしないよう、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

 もしも、飼い猫が脱走して山で
捕獲されても、マイクロチップが装
着されていたり、首輪が付いてい
るネコは飼い主さんにお返しする
ことができます。
 まだ登録・装着されていない方
は是非この機会にお住まいの役場
にご相談ください。

環境省奄美群島国立公園管理事務所 ☎０９９７ｰ５５ｰ８６２０

お願い

※稼働しているわなについて

は毎日点検を行っています。

自動撮影カメラの例

※ノネコの個体識別のため、

夜間はフラッシュを焚いて

います。

捕獲器や自動撮影カメラに関する
お問い合わせ

捕獲器（かごわな）の例

☎０９９７ｰ５５ｰ８６２０

22

2 2



わきゃシマの

玉黄金

按 博満 62 安木屋場

德田 厚江 89 安木屋場

川口 道也 93 中戸口

窪島 將公 78 上戸口

久倉 登美子 80 浦

豊山 秀子 96 赤尾木

河俣 ヤスエ 93 浦（愛寿園）

濵田 キミ子 98 赤尾木（星の園）

上地 八重子 84 浦（愛寿園）

川畑 善一郎 85 浦

ご冥福をお祈りいたします 遠藤 飛
ひなた

陽 父千有 母花織 円

藤原 奏
そうすけ
輔 父亮輔 母さくら 川内

お誕生おめでとうございます

龍宮 一郎 龍宮 スガ子
秋名老人クラブ
幾里老人クラブ
秋名平瀬マンカイ

保存会

川畑 英子 川畑 善一郎 浦集落

窪島 正英 窪島 將公 上戸口集落

豊山 悟 豊山 秀子 赤尾木老人クラブ

栗園 洋 栗園 キネ子 赤尾木老人クラブ

香典返し
寄 付 者 故 人 寄 付 先

◆３月 届 出

子ども子育て応援課 公式 Instagram
龍郷町の子育て支援情報を更新中♪

4月

編 集 後 記

  4月の入学式は、 町内の小学校に順番にお邪魔して撮影をさせていただいていますが、 一周し、

今年は秋名小学校で撮影をさせていただきました。

  すでに紹介しましたが、 秋名小学校は１名の入学で、 僕も小学校入学の時には、 加計呂麻の小学校

で１人で入学したため、 撮影しながら感慨にふけっていました。 小さな学校でも大きな学校でも、それ

ぞれの様々な経験ができると思うので、 新入生の皆さんには精一杯学校生活を楽しんでほしいです。

満１歳になりました。

この子たちに誇れる町を

みんなで作りましょう。

わきゃシマの

玉黄金

じ

ぃ
ば

ぁ
ロ

ン
く

ん
い

つ

も
遊んでくれてあ

り
が

と
う
！

大
好

き
だ

よ

！

中野 りあ ちゃん
赤尾木 父 樂 母 るい
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奄美で使われるよもぎは「ニシヨモギ」
で一般的なヨモギより苦味が少なく、さ
わやかな香りが特徴です。「フーチ（病
気）」を治す「バー（葉）」という意味で呼
ばれているように、 伝統的な薬草とし
て幅広く家庭で利用されてきました。

1｜金
■どぅくさ会（14：00）瀬留
■楽らく体操（19：30）川内
■男性料理教室（10：00）りゅうがく館

2｜土
3｜日 憲法記念日

■どぅくさ会（14：00）手広

4｜月
みどりの日
■楽らく体操（14：00）中勝
■楽らく体操（14：00）芦徳

5｜火
こどもの日
■どぅくさ会（14：00）安木屋場 ■どぅくさ会（14：00）玉里
■どぅくさ会（14：00）上戸口 ■どぅくさ会（14：00）赤尾木

6｜水 振替休日
■どぅくさ会（14：00）円

7｜木
■ひだまり開放（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」
■どぅくさ会（14：00）中勝
■楽らく体操（14：00）秋名・幾里

8｜金 ■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館
■楽らく体操（19：30）川内

9｜土 ■どぅくさ会（20：00）芦徳

10｜日
11｜月 ■どぅくさ会（14：00）浦　■どぅくさ会（14：00）芦徳

■楽らく体操（14：00）中勝

12｜火 ■ひだまり開放（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」
■どぅくさ会（14：00）嘉渡

13｜水
14｜木

■ 1歳6か月児・3歳6か月児健診（12：30）どぅくさぁや館
■どぅくさ会（14：00）中戸口
■楽らく体操（14：00）秋名・幾里

15｜金
■よーりよーりサロン（10：30）どぅくさぁや館
■どぅくさ会（14：00）瀬留　■どぅくさ会（14：00）川内
■楽らく体操（19：30）川内
■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館

16｜土 ■どぅくさ会（14：00）屋入

17｜日 第64回 町一般バレーボール大会

18｜月 ■楽らく体操（14：00）中勝
■楽らく体操（14：00）芦徳

19｜火 ■ひだまり開放（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」
■どぅくさ会（14：00）安木屋場 ■どぅくさ会（14：00）玉里
■どぅくさ会（14：00）上戸口

20｜水
■ 1歳児4歳児母子歯科相談日（12：30）どぅくさぁや館
■どぅくさ会（14：00）円
■どぅくさ会（14：00）手広

21｜木
■ひだまり開放（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」
■どぅくさ会（14：00）大勝 ■どぅくさ会（12：00）中勝
■楽らく体操（14：00）秋名・幾里

22｜金
■子育てサロン（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」
■でぃでぃクラブ（19：30）りゅうがく館
■楽らく体操（19：30）川内

23｜土 ■どぅくさ会（20：00）芦徳

24｜日
25｜月 ■どぅくさ会（14：00）赤尾木

■楽らく体操（14：00）中勝 ■楽らく体操（14：00）芦徳

26｜火 ■ひだまり開放（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」
■どぅくさ会（14：00）嘉渡

27｜水 定例駐在員会
■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館

28｜木
■ひだまり開放（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」
■楽らく体操（14：00）秋名・幾里

29｜金 ■楽らく体操（19：30）川内

30｜土
31｜日

電
話
0997 -62 -3111  ＦＡ

Ｘ
0997-62-2535  

https://w
w
w
.tow
n.tatsugo.lg.jp  koho@

tow
n.tatsugo.lg.jp

島に新しく来たみなさまへ島に新しく来たみなさまへ
奄美の道路はアマミノクロウサギが出てきます！奄美の道路はアマミノクロウサギが出てきます！
夜は路肩に注意してゆっくり走りましょう。夜は路肩に注意してゆっくり走りましょう。

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
令和８年
3月末時点 48 件

（令和７年1年間159件）
環境省奄美群島国立公園管理事務所（奄美野生生物保護センター）

☎0997-55-8620

奄美市と鹿児島県弁護士会が共同で開

催しており、 龍郷町民の方についても

無料で相談することができます。

奄美市役所  保健福祉部福祉政策課
つながる相談室

☎ 0997-52-1111
【受付時間】8：30 ～ 17：15

お問い合せ
・

予約

奄美法律相談センター

無料法律相談のご案内法

電話予約 （先着順）必須
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龍郷町行事予定 2026年5月
※行事は変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

13：00～16：30法

 9：30～11：30法

レシピ提供者：役場 保健福祉課

龍郷町HP

女性がん
検診

お
い
し
い

ひ
と
し
な

よもぎ蒸しパンお
い
し
い

よもぎ蒸しパン
　　　　　牛乳パック２個分

●  卵［4個］ ● 砂糖［240ｇ］
●  よもぎ(湯がいて絞ったもの)［70ｇ］
●  酢［大さじ１］ ●  油［大さじ２］
●  牛乳［220ｍｌ］
●  薄力粉［300ｇ］
●  ベーキングパウダー［大さじ２］

〈 型 ・その他 〉
●  クマタケランの葉［２枚］
●  牛乳パック［２個］（パウンド型にクッ
キングシートをしいても代用可能）

材料

A

B

C

ひとくちコメント

下準備　＊湯がきよもぎは一度洗って絞って
おく。 ＊Ｃを合わせてふるっておく。

1   ミキサーにAを入れ、ある程度混ざったら
B （牛乳）を加えてさらに混ぜる。

2   ボウルに 1を移し、ふるったCを2～
3回に分けて加え、さっくりと混ぜ合
わせる。

3   牛乳パックの内側に
クマタケランの葉を敷
き、生地を流し込む。

4   沸騰した蒸し器に入れ、
30分蒸す。 竹串を刺し
て生地がついてこなけれ
ば出来上がり。

作り方

11：00～12：00／13：00～15：30法


